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鎌倉第２団＆葉山第１団ベンチャー隊の５名のスカウトたち

は、平成２６年５月３日（土）から６日（火）の３泊４日の期間、隼

章挑戦 会津冒険旅行に挑戦しました。 

この冒険旅行企画の背景は、昨年１６ＮＪや湘南地区スカウ

トラリーで交流した。福島県のスカウトたちと再会したいとの思

いから５名の意見が一致して６ケ月前に企画を始め、 

グループと個人の目的と目標、役割分担を明確にできまし

た。 

今回の会津訪問のきっかけとなったのは、鎌倉と同じ武家

の町である会津若松の研究をやりたいとのスカウト達の希望

がベースでしたが、鎌倉第２団指導者には強力な会津出身サ

ポーターである、池田喜

一郎さんと西田元さんが、

いらっしゃったことを忘

れてはいけません。福

島県連コミッショナーの

赤城圭一さんのサポート 

 

 

もあり、今回の実施が

実現しました。 

１日目は早朝から各

駅停車の旅のあと、会

津のシンボル鶴ヶ城と

博物館を訪問し、研究

をしました。宿泊先は、

会津高田の山合いにあ

る池田さんの奥様実家

の土壁の蔵に宿泊しま

した。 

２日目は早朝の山菜

狩り（こごめなど）から始まり、日中は、自分たちと同じ年代の

白虎隊の研究のため、飯盛山周辺を訪問。その後、大河ドラ

マで有名な石部桜や武家屋敷を訪問しました。 

３日目は、藩校の日新館訪問後、午後からは、赤城さんの

原隊（会津若松第１団）とスカウト交流をしました。楽しい交流

会の後にスカウト達は、山口（２３ＷＳＪ）や湘南での再会を誓

いました。 

ベンチャーにとって感動の楽しい2 泊3日の隼挑戦冒険旅

行を無事終えることができ、ご支援いただいた皆様方に大変

感謝いたしております。ありがとうございました。 

（（（（記者：安部記者：安部記者：安部記者：安部    秀・神奈川連盟鎌倉第２団ベンチャー隊長）秀・神奈川連盟鎌倉第２団ベンチャー隊長）秀・神奈川連盟鎌倉第２団ベンチャー隊長）秀・神奈川連盟鎌倉第２団ベンチャー隊長）    

 

 

〒900-0012 那覇市泊1-3-5 りゅうせき崇元寺ＳＳ ２Ｆ TEL098-943-2385  FAX098-943-2387 



日本ボーイスカウト沖縄県連盟広報紙「ルックワイド電子版 14-112 号（#1267）」       2014.05.17. 

2 

  
1961 年夏、ボーイスカウト日本連盟が全国から公募

したスカウトで構成した沖縄派遣団が来沖しました。 
その派遣団の一員であったボーイスカウト栃木連盟

宇都宮第 1 団の鴨志田富雄氏が、1961 年の来沖時に
購入した「沖縄観光絵葉書（35 枚）」を保管されており、
それを当編集部に寄贈くださいました。 

本誌では、鴨志田氏から頂戴した 53 年前の沖縄の
絵葉書を、現在と比較しながら＃14-080（2014 年 4 月
07 日配信）から、紹介しています。 

今回は、那覇バスターミナルです。 

 

 

 

 

右の絵葉書の写真は、那覇バスターミナルである。 

記録によると、右の絵葉書の那覇バスターミナルビ

ルは、１９５９年８月２７日に完成したばかりだったので、

絵葉書に採用されたのであろうか。 

編集子はバスターミナルを利用したことがほとんどな

かったので、当時ターミナルビル内がどうなっていた

かよくわからないが、確か１階にはレストランなどがあり、

２階は各バス会社の事務所になっていたように思う。 

ハガキに写っているバスは、左から銀バス（銀色に

青のストライプ・現那覇交通）首里バス（青色・現那覇交

通）、昭和バス（白に赤・現琉球バス）、東陽バス（緑色

とベージュ）である。なお、写っているバスのほとんど

がボンネットバスで、時代を感じさせる。 

左上の写真は、上の絵葉書とほぼ同じ場所から撮ら

れた現在の那覇バスターミナルで、左下の写真は、反

対側から撮られた写真である。 

現在のバスターミナルは、1978 年 7 月 30 日実施の

交通方法変更（通称：730）により、バスの乗降口が正反

対になることから、乗降口や車両の出入口などの変更

が生じるようになるため、その対策事業として、建て替

えられているが、その際、ターミナルビルは、絵葉書と

は反対側に建て替えられている。 

このターミナルビルも、すでに筑後３５年を越えて老

朽化していることや、２００７年に計画立案された、国道

330 号を挟んだ南地区と、那覇バスターミナルを含む

北地区の再開発計画（旭橋駅周辺地区再開発事業）に

より、大きく変わる予定である。左上に写っているように南地区に

は、既に旧南部合同庁舎跡にホテル棟、旧自治会館跡に新自

治会館ビル、旧官公労会館跡にマンション棟やオフィース棟等

が完成している。 

なお、現在の那覇バスターミナルは、第二次世界大戦前、沖

縄県営鉄道与那原線、海陸連絡線の起点である那覇駅があっ

たという。 

同駅舎を含む鉄道関連施設は沖縄戦により破壊されており、

現在バスターミナル内に駅があったことを示すものは残ってい

ない。 

（     左下写真の撮影方向、        右上、左上の写真の撮影方向） 

那覇バスターミナル 
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本格派の炭火焼ステーキの美味しさを心ゆくまで
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